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愛

の

一

声
 

（
あ

い

さ

つ
）
運
動
 

大人が変われば 
子どもも変わる運動 

 
－青少年の心を育てるキャンペーン－ 

「子どもは、社会を映す鏡。」 
そんな考え方に立ってみると、 

私たち大人から、 
先にしなければならないことが 

たくさんあります。 
まず、大人自身が変わること。 

そして、 
子どもたちを温かく見守り、 

支えてあげること。 
さあ、はじめましょう。 

 

できることから、 
大人から 

 
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
 

成
を
目
指
す
本
会
は
、
「
愛
の
一
声
 

（
あ
い
さ
つ
）
運
動
」
を
、
好
間
中
 

学
校
（
吉
田
兼
光
校
長
）
の
先
生
方
 

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
第
 

一
回
六
月
九
日
～
十
三
日
、
第
二
回
 

十
月
二
十
一
日
～
二
十
七
日
、
第
三
 

回
十
一
月
十
七
日
～
二
十
一
日
の
日
 

程
で
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
好
間
中
学
校
の
正
門
と
西
門
の
前
 

で
、
朝
七
時
十
五
分
か
ら
四
十
五
分
 

ま
で
、
本
会
会
員
延
べ
九
十
六
名
と
 

学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
が
、
生
徒
 

達
と
元
気
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
 

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。

 
近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
 

な
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
加
害
者
と
 

な
る
よ
う
な
、
い
た
ま
し
い
事
件
や
 

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
は
あ
 

  

り
ま
す
が
、
元
気
に
登
校
し
、
笑
顔
 

で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
子
ど
も
た
ち
 

の
姿
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
ほ
っ
と
 

す
る
の
と
同
時
に
、
明
る
く
、
伸
び
 

伸
び
と
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
 

る
よ
う
祈
り
た
く
な
り
ま
す
。
 

 
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
と
心
を
通
 

わ
せ
、
温
か
く
見
守
り
支
え
て
ゆ
く
 

取
り
組
み
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
運
動
 

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
十
一
月
十
五
日
（
土
）
、
好
間
公
 

民
館
の
講
堂
に
お
い
て
、
好
間
地
区
 

の
小
学
四
～
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
 

九
組
が
陶
芸
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

 
大
堀
相
馬
焼
の
窯
元
で
あ
る
小
野
 

田
利
治
さ
ん
に
御
指
導
を
い
た
だ
き
 

茶
碗
や
お
皿
を
作
り
ま
し
た
。
 

 
は
じ
め
に
、
先
生
が
お
手
本
と
し
 

て
、
小
さ
な
茶
碗
を
つ
く
り
ま
す
。
 

粘
土
を
平
ら
に
の
ば
し
て
土
台
を
作
 

り
、
棒
状
に
の
ば
し
た
粘
土
を
積
み
 

重
ね
て
い
く
と
、
次
第
に
茶
碗
の
形
 

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
 

 
先
生
の
お
手
本
に
習
っ
て
、
い
よ
 

い
よ
陶
芸
に
挑
戦
で
す
。
粘
土
を
の
 

 ば
し
て
、
形
を
作
っ
て
い
き
ま
す
が
、
 

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
 

 
様
子
を
見
な
が
ら
、
先
生
が
作
り
 

方
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
先
 

生
の
指
導
を
受
け
、
作
業
を
進
め
る
 

と
、
皆
さ
ん
の
思
い
の
こ
も
っ
た
素
 

敵
な
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
 

 
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
乾
燥
後
、
 

先
生
の
窯
で
焼
き
上
げ
て
完
成
と
な
 

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
焼
き
上
が
り
が
 

待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。
 

 
最
後
に
本
会
の
片
寄
会
長
か
ら
参
 

加
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
閉
会
と
な
り
 

ま
し
た
が
、
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
、
 

笑
顔
で
陶
芸
に
打
ち
込
ん
で
い
る
様
 

子
を
見
ま
す
と
、
非
常
に
微
笑
ま
し
 

く
、
今
回
の
教
室
の
目
的
で
あ
り
ま
 

し
た
「
親
子
の
絆
」
を
よ
り
深
め
る
 

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
強
 

く
感
じ
ま
し
た
。
 

（
後
日
、
参
加
者
全
員
に
作
品
を
お
 

渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
）
 

家庭のちかい 

１
つ
 
親
も
子
も
、
早
寝
、
早
起
き
し
て
規
則
正
し
い
生
活
に
つ
と
め
ま
す
。
 

２
つ
 
親
も
子
も
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
す
。
 

３
つ
 
親
も
子
も
、
何
で
も
話
し
あ
え
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
す
。
 

４
つ
 
親
も
子
も
、
家
事
を
分
担
し
、
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
つ
と
め
ま
す
。
 

５
つ
 
親
も
子
も
、
隣
近
所
と
仲
良
く
し
、
社
会
参
加
に
つ
と
め
ま
す
。
 

 
大
な
わ
と
び
大
会
は
、
好
間
町
子
 

ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
と
の
共
 

催
に
よ
り
、
十
一
月
三
十
日
（
日
）
 

に
、
好
間
第
一
小
学
校
体
育
館
で
開
 

催
し
ま
し
た
。
 

 
各
学
区
の
子
ど
も
会
の
会
員
、
十
 

四
チ
ー
ム
、
一
〇
五
名
が
参
加
し
、
 

小
学
一
・
二
年
生
ク
ラ
ス
、
三
・
四
 

年
生
ク
ラ
ス
、
五
・
六
年
生
ク
ラ
ス
 

の
三
つ
に
分
か
れ
て
チ
ー
ム
を
編
成
 

し
、
大
人
が
回
す
大
縄
を
子
ど
も
た
 

ち
が
三
分
間
で
何
回
跳
べ
る
か
を
競
 

い
ま
し
た
。
 

 
成
積
は
次
の
通
り
で
す
。
 

 ☆
一
・
二
年
生
ク
ラ
ス
 

 
優
 
勝
 
下
組
子
ど
も
を
 

 
 
 
 
 
守
る
会
１
・
２
年
Ｂ
 

 
準
優
勝
 
好
間
二
小
低
学
年
Ｅ
 

 
第
三
位
 
下
組
子
ど
も
を
 

 
 
 
 
 
守
る
会
１
・
２
年
Ａ
 

 
第
三
位
 
中
好
間
子
ど
も
会
 

 
 
 
 
 
１
・
２
年
 

☆
三
・
四
年
生
ク
ラ
ス
 

 
優
 
勝
 
好
間
二
小
中
学
年
Ｃ
 

 
準
優
勝
 
下
組
子
ど
も
を
 

 
 
 
 
 
守
る
会
３
・
４
年
Ａ
 

 
第
三
位
 
好
間
二
小
中
学
年
Ｄ
 

 
第
三
位
 
中
好
間
子
ど
も
会
 

 
 
 
 
 
３
・
４
年
 

 ☆
五
・
六
年
生
ク
ラ
ス
 

 
優
 
勝
 
好
間
二
小
高
学
年
Ａ
 

 
準
優
勝
 
下
組
子
ど
も
を
 

 
 
 
 
 
守
る
会
５
・
６
年
Ｂ
 

 
第
三
位
 
下
組
子
ど
も
を
 

 
 
 
 
 
守
る
会
５
・
６
年
Ａ
 

 
第
三
位
 
好
間
二
小
高
学
年
Ｂ
 

 
 

本
所
防
災
館
の
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
 

説
明
を
受
け
、
防
災
シ
ア
タ
ー
を
見
 

学
し
た
後
、
い
よ
い
よ
災
害
の
体
験
 

学
習
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
震
度
６
の
 

地
震
を
体
験
し
た
り
、
水
消
火
器
を
 

使
っ
た
模
擬
消
火
体
験
を
２
つ
の
グ
 

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
火
災
時
の
煙
を
体
験
し
、
 

人
口
救
命
法
の
学
習
と
し
て
、
模
型
 

を
使
っ
て
の
人
口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
 

サ
ー
ジ
の
仕
方
、
自
動
体
外
式
除
細
 

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
取
扱
い
を
学
び
 

ま
し
た
。
参
加
し
た
学
級
生
は
、
実
 

際
の
災
害
時
を
想
定
し
な
が
ら
、
真
 

剣
な
眼
差
し
で
体
験
学
習
に
取
り
組
 

ん
で
い
ま
し
た
。
 

 
本
所
防
災
館
で
の
体
験
学
習
終
了
 

後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
東
京
ス
カ
イ
 

ツ
リ
ー
の
見
学
で
す
。
初
め
て
登
る
 

学
級
生
も
多
く
、
展
望
デ
ッ
キ
に
到
 

着
す
る
と
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
見
 

る
大
パ
ノ
ラ
マ
に
大
歓
声
を
上
げ
て
 

い
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
参
加
し
た
学
級
生
全
員
 

で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
お
土
産
を
 

買
っ
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
参
加
 

し
た
学
級
生
は
、
貴
重
な
体
験
を
し
 

た
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
の
夕
方
は
各
 

家
庭
で
、
お
土
産
話
に
花
が
咲
い
た
 

こ
と
で
し
ょ
う
。
 

第
十
八
回
好
子
連
 

 

大
な
わ
と
び
大
会
 

お
や
こ
体
験
教
室
 

 
 

～
お
や
こ
 
 
 
 

 
 
「
陶
芸
」
教
室
～
 
 

好
間
ジ
ュ
ニ
ア
学
級
 

元気良く跳ぶ子どもたち 先生の丁寧な指導を受けながら制作 

元気よくあいさつを交わしました 

真剣な表情で陶芸に打ち込む参加者 

東京スカイツリーで記念撮影 

 
好
間
ジ
ュ
ニ
ア
学
級
は
、
好
間
地
 

区
の
小
学
四
～
六
年
生
を
対
象
に
、
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
も
の
づ
く
り
 

な
ど
の
講
座
を
行
い
、
学
区
間
や
異
 

学
年
の
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
 

ち
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
 

開
催
し
て
い
ま
す
。
 

 
そ
の
中
で
も
、
昨
年
の
七
月
二
十
 

九
日
に
実
施
し
た
好
間
ジ
ュ
ニ
ア
学
 

級
移
動
教
室
「
災
害
の
体
験
学
習
と
 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
」
の
様
子
 

を
紹
介
し
ま
す
。
 

 
今
回
の
移
動
学
習
は
、
東
日
本
大
 

震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
 

ち
に
防
災
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
 

自
ら
考
え
、
互
い
に
助
け
合
い
、
生
 

き
抜
く
た
め
の
知
識
を
身
に
付
け
て
 

も
ら
お
う
と
、
東
京
消
防
庁
・
本
所
 

防
災
館
で
行
い
ま
し
た
。
 


